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　思わず飛び出したガッツポーズ。念願の日本一に喜びが爆発した。ボクシング部のウエノアンドレ 

リュウイチ選手（商４）が2022全日本ボクシング選手権大会クルーザー級で優勝した。高校時代

のインターハイやジュニアオリンピック、前年度の全日本選手権など主要な大会で３位が続き、初

めて勝ち取った栄冠が全日本の大舞台となった。2023全日本選手権で連覇を目指す。

ボクシング部　ウエノ アンドレ リュウイチ選手（商４）

全日本選手権クルーザー級初代王者、
連覇目指す

男子クルーザー級決勝で２回RSCで勝利したウエノ  アンドレ リュウイチ選手（右）▶
（ボクシング部提供）

クローズアップ

Career Meeting
卒業生が語る「私のしごと」講演会～未来の自分を描く～

（いずれもオンラインとのハイブリッド開催）

【第1回】
〈日　時〉 5月15日（月）17:30～19:00
〈会　場〉 多摩キャンパス・グローバル館7階
〈講演者〉 サントリー食品インターナショナル　大塚匠さん（2004年法卒）
〈テーマ〉 私の”ikigai”―文化を創るサントリーのシゴト

【第2回】
〈日　時〉 5月19日（金）17:30～19:00
〈会　場〉 多摩キャンパス・FOREST GATEWAY CHUO 3階ホール
〈講演者〉 高知放送　土居凌太郎さん（2021年法卒）
〈テーマ〉 故郷ではたらく～テレビ局の場合

【第3回】
〈日　時〉 5月23日（火）17:30～19:00
〈会　場〉 多摩キャンパス・FOREST GATEWAY CHUO 3階ホール
〈講演者〉 三井住友海上火災保険　石川七瀬さん（2004年商卒）
〈テーマ〉 わたしの挑戦 ～チャレンジで広がる可能性～
 ―海外勤務からドラレコ開発まで―

【第4回】
〈日　時〉 5月25日（木）17:30～19:00
〈会　場〉 茗荷谷キャンパス　1W01教室
〈講演者〉 総務省（内閣官房内閣人事局 出向中）　野口智紗樹さん（2017年法卒）
〈テーマ〉 社会課題の解決に向けて
 ～霞が関で働く国家公務員は何を考え、どのように職務を全うしているか～

２年のときに参加したキャリアセン

ター主催の自己表現術セミナーで

講師を務めたアナウンサーに憧れ、

テレビ局に興味を持ったそうだ。

　大学生活は比較的時間にゆとり

のある最後の機会だと思うので、私

もできるだけさまざまなことに挑戦

し、経験を重ねたいと思った。

　“A l i f e  i s  no t  impor tan t  

except in the impact, it has on 

other lives.”

　―他人の人生に影響を与えてこ

そ人生には意味がある―

　有色人種の米野球メジャーリー

グ参加への道を切り開いたジャッ

キー・ロビンソンの言葉が、土居さん

の座右の銘だという。

　講演後の質疑応答では、私もテレ

ビ局の仕事について質問し、大変参

考になるアドバイスをいただいた。最

後の「土居さんにとって仕事とは？」

という質問に、土居さんは「常に頑

張っている途中」と答えた。「仕事で

結果がついてこないことも多いが、

頑張り続けることでやりがいも感じ

る」と続けた。その原動力は地元を

良くしたいという思いだという。

　講演は、地元での就職を考えてい

る私にとって非常に有意義な体験と

なった。始まったばかりの就活だが、

教わったことを参考にしてベストを

尽くしたいと思った。

　地元の高知県にUターン就職され

た土居凌太郎さんの講演は、地方か

ら上京して就職活動を迎えようとして

いる私にとって非常に参考になるも

のだった。大学３年生になり、就活を

前にした私には地元に戻るか、東京

に残るか大きな選択が迫っている。

　地元は大好きだが、東京の魅力と

の間で葛藤している中で講演を聴い

て、自分の育った土地、愛着のある

土地で働くことへの魅力を感じ、U

ターン就職について前向きに考えて

みようと思うことができた。

　最も印象的だった

のは土居さんが地元

をこよなく愛している

ことだ。地方テレビ局

は県内のニュースや

出来事を県民に伝え

る役割を持ち、在京

のキー局とは異なる、

地域と密着した身近

な存在だ。土居さん

は、県民に必要な情

報を届けるという仕

事のやりがいを説明

し、自身が制作に携

わった地元で活躍する人を特集す

るコーナーのVTRを紹介してくれ

た。それはまさに土地と人の魅力が

伝わる内容となっていた。

学生時代に
さまざまな挑戦と経験を

　テレビ業界を志望する人へのア

ドバイスでは、学生時代にすべき大

切なこととして「好きなものをとこと

ん突き詰める」「広く浅くいろいろな

知識を得る」「テレビで何をしたい

のかを明確にする」の３点を挙げ

た。「好きなものを突き詰める」「いろ

いろな知識を得る」は一見矛盾して

いるようだが、「自分の武器」を作る

ことと、多様な分野への対応力を身

に着けるという意味で、テレビ局で

働くのに重要だとわかった。

　就職活動では「人に何かを伝え

楽しんでもらえる仕事」としてテレビ

局を受けたという。「きっかけはどこ

に落ちているのかわからない。いろ

いろな経験をするのが大事」という

言葉も胸に響いた。土居さんは大学
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「自分の距離で戦う」
アウトボクシング貫く

　決勝の第１ラウンド。サウスポー

からの連打を当てても当てても、前

に出てくる相手選手に戸惑った。

「（間合いを）詰めてきて、やりにく

かった」と苦戦したが、相手のペー

スにのみ込まれないよう、自身の特

長であるアウトボクシング、自分の

距離のボクシングを貫いたという。

激しい戦いの中でも頭は冷静さを

保っていた。

　セコンドに就いたボクシング部の

西條貴陽監督のアドバイスもあり、

第２ラウンドは、前に来る相手を想

定した戦法に攻めを修正した。こ

れが奏功し、3度のダウンを奪って

2分58秒RSCで勝ち、悲願のタイト

ルを獲得。全日本選手権に2022年

度から新設されたクルーザー級の

初代王者となった。

　相手選手の動画を入手してボク

シングスタイルを分析。イメージト

レーニングをして臨んだのが勝因

という。全日本選手権当時、周囲で

風邪がはやっていて、実は病み上

がりだったが、「言い訳にしたくな

い」と、そんな状況もはねのけた。

　前年度の全日本では、体重制限

が1階級下のライトヘビー級に出場

して３位だった。ライトヘビー級で

は約４キロの減量を求められたが、

今回出場したクルーザー級で減量

は必要なかった。「初代王者にとて

も魅力を感じていた。（体重的に

も）ベストの階級で本領を発揮で

きた」と振り返った通り、最高の舞

台で最高のパフォーマンスを見せ

た。

ChudaiNews

ボクシングは頭脳戦
「母校のために勝つ」

　愛知県刈谷市の県立刈谷工業高

校（現・刈谷工科高校）でボクシン

グを始めた。ボクシング部の選手が

アップテンポの音楽を流しながらリ

ング上で練習する姿に面白さと魅

力を感じたという。中大では多摩

キャンパス第一体育館のボクシン

グ道場で、平日2時間、土曜日は3

クルーザー級初代王者となったウエノ アンドレ リュウイチ選手▶
＝多摩キャンパス第１体育館ボクシング道場　

時間、汗を流し、2023年度の全日

本でも連覇を目指す。

　ボクシングについて全く知らない

人に魅力を説明してほしいと頼む

と、「ボクシングに“根性論”のイ

メージを持っている人が少なくない

かもしれませんが、魅力は頭脳戦

であるところ」と教えてくれた。練習

中も相手の動きをイメージして取り

組み、実戦では相手の動きを読ん

で、パンチを繰り出す。

　大学１年のとき、残念な知らせを

耳にした。母校の刈谷工高ボクシン

グ部が、指導者の異動などに伴い、

ウエノ選手が卒業した翌年度に廃

部となってしまったのだ。コロナ禍

でも自主練習や走り込みに取り組

み、体づくりに余念はなかった。し

かし、愛知に帰省した際に母校で

後輩たちと練習することはできなく

なった。

　今回の全日本のリングには「（高

校と大学の２つの）母校のために

勝つ」という決意を胸に秘めて上

がったと打ち明けた。

ウエノ アンドレ リュウイチ選手

愛知・県立刈谷工業高校（現・刈谷工科高校）卒、商学部４年。188センチ。ボクシング歴７年。
サウスポー。アマチュア通算成績は38戦28勝10敗(11RSC)。父母ともブラジル国籍、母の両
親が日本人とブラジル人。ボクシングスタイルはアウトボクシングで、カウンターが得意。高
校時代はミドル級でインターハイ、ジュニアオリンピックとも３位。2021年度全日本選手権
ライトヘビー級３位。「大学でボクシングに打ち込み、（全日本）連覇を成し遂げたい」と語
り、卒業後は競技の一線から退くつもりだ。バイクでのツーリング、サーフィンで気分転換を
図る。

準決勝で左ストレートを打つウエノ アンドレ リュウイチ選手（左）（ボクシング部提供）▲

RSC

「Referee Stops Contest」の略。アマチュアの試合でレフェリー
が、技量に差がありすぎたり、負傷して試合続行が不可能と判断
したりしたときに行う勝敗宣告。プロのTKO（テクニカルノックア
ウト）に相当する。

クルーザー級

　プロの試合のウエートは175～200ポンド（79.379～90.719キ
ロ）で、ライトヘビー級とヘビー級の間の2番目に重い階級。全日
本選手権のクルーザー級（80キロ超～86キロ）は2022年度に新
設され、ウエノ選手が初代王者となった。

■2022全日本ボクシング選手権大会　男子クルーザー級
　（2022年11月26、27日　東京・墨田区総合体育館）

〈準決勝〉
○ウエノ アンドレ リュウイチ（２R39秒RSC） ●井手好鷹(長崎県営バス)

〈決勝〉
○ウエノ アンドレ リュウイチ（２R２分58秒RSC） ●倉本誠（三谷大和スポーツジム）

※全日本の２戦以外に、ウエノ選手は地区大会、東海大会で３戦を勝利している

（ボクシング部提供）▲
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「自分の距離で戦う」
アウトボクシング貫く

　決勝の第１ラウンド。サウスポー

からの連打を当てても当てても、前

に出てくる相手選手に戸惑った。

「（間合いを）詰めてきて、やりにく

かった」と苦戦したが、相手のペー

スにのみ込まれないよう、自身の特

長であるアウトボクシング、自分の

距離のボクシングを貫いたという。

激しい戦いの中でも頭は冷静さを

保っていた。

　セコンドに就いたボクシング部の

西條貴陽監督のアドバイスもあり、

第２ラウンドは、前に来る相手を想

定した戦法に攻めを修正した。こ

れが奏功し、3度のダウンを奪って

2分58秒RSCで勝ち、悲願のタイト

ルを獲得。全日本選手権に2022年

度から新設されたクルーザー級の

初代王者となった。

　相手選手の動画を入手してボク

シングスタイルを分析。イメージト

レーニングをして臨んだのが勝因

という。全日本選手権当時、周囲で

風邪がはやっていて、実は病み上

がりだったが、「言い訳にしたくな

い」と、そんな状況もはねのけた。

　前年度の全日本では、体重制限

が1階級下のライトヘビー級に出場

して３位だった。ライトヘビー級で

は約４キロの減量を求められたが、

今回出場したクルーザー級で減量

は必要なかった。「初代王者にとて

も魅力を感じていた。（体重的に

も）ベストの階級で本領を発揮で

きた」と振り返った通り、最高の舞

台で最高のパフォーマンスを見せ

た。

ChudaiNews

ボクシングは頭脳戦
「母校のために勝つ」

　愛知県刈谷市の県立刈谷工業高

校（現・刈谷工科高校）でボクシン

グを始めた。ボクシング部の選手が

アップテンポの音楽を流しながらリ

ング上で練習する姿に面白さと魅

力を感じたという。中大では多摩

キャンパス第一体育館のボクシン

グ道場で、平日2時間、土曜日は3

クルーザー級初代王者となったウエノ アンドレ リュウイチ選手▶
＝多摩キャンパス第１体育館ボクシング道場　

時間、汗を流し、2023年度の全日

本でも連覇を目指す。

　ボクシングについて全く知らない

人に魅力を説明してほしいと頼む

と、「ボクシングに“根性論”のイ

メージを持っている人が少なくない

かもしれませんが、魅力は頭脳戦

であるところ」と教えてくれた。練習

中も相手の動きをイメージして取り

組み、実戦では相手の動きを読ん

で、パンチを繰り出す。

　大学１年のとき、残念な知らせを

耳にした。母校の刈谷工高ボクシン

グ部が、指導者の異動などに伴い、

ウエノ選手が卒業した翌年度に廃

部となってしまったのだ。コロナ禍

でも自主練習や走り込みに取り組

み、体づくりに余念はなかった。し

かし、愛知に帰省した際に母校で

後輩たちと練習することはできなく

なった。

　今回の全日本のリングには「（高

校と大学の２つの）母校のために

勝つ」という決意を胸に秘めて上

がったと打ち明けた。

ウエノ アンドレ リュウイチ選手

愛知・県立刈谷工業高校（現・刈谷工科高校）卒、商学部４年。188センチ。ボクシング歴７年。
サウスポー。アマチュア通算成績は38戦28勝10敗(11RSC)。父母ともブラジル国籍、母の両
親が日本人とブラジル人。ボクシングスタイルはアウトボクシングで、カウンターが得意。高
校時代はミドル級でインターハイ、ジュニアオリンピックとも３位。2021年度全日本選手権
ライトヘビー級３位。「大学でボクシングに打ち込み、（全日本）連覇を成し遂げたい」と語
り、卒業後は競技の一線から退くつもりだ。バイクでのツーリング、サーフィンで気分転換を
図る。

準決勝で左ストレートを打つウエノ アンドレ リュウイチ選手（左）（ボクシング部提供）▲

RSC

「Referee Stops Contest」の略。アマチュアの試合でレフェリー
が、技量に差がありすぎたり、負傷して試合続行が不可能と判断
したりしたときに行う勝敗宣告。プロのTKO（テクニカルノックア
ウト）に相当する。

クルーザー級

　プロの試合のウエートは175～200ポンド（79.379～90.719キ
ロ）で、ライトヘビー級とヘビー級の間の2番目に重い階級。全日
本選手権のクルーザー級（80キロ超～86キロ）は2022年度に新
設され、ウエノ選手が初代王者となった。

■2022全日本ボクシング選手権大会　男子クルーザー級
　（2022年11月26、27日　東京・墨田区総合体育館）

〈準決勝〉
○ウエノ アンドレ リュウイチ（２R39秒RSC） ●井手好鷹(長崎県営バス)

〈決勝〉
○ウエノ アンドレ リュウイチ（２R２分58秒RSC） ●倉本誠（三谷大和スポーツジム）

※全日本の２戦以外に、ウエノ選手は地区大会、東海大会で３戦を勝利している

（ボクシング部提供）▲
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　フェアは、今年５月29日から６月２

日の平日５日間に開催した。過去の

フェアの売上表を参考に、食品の味

見をするなど吟味を重ね、フェアト

レード商品を取り扱うオンライン

ショップなどから食品19種類90点、

雑貨８種類21点を仕入れた。納品

や仕入れに関しては過去のノウハウ

を知る大学生協が協力した。

　シナモンやコーヒーなど多様な味

が好まれたクッキーや、本格カレー

を演出するカレーの壺（ペースト状

の調味料）などの人気食品は早々に

完売した。生協の担当者が「こんな

に売れたことはかつてない」と驚い

たほどだったという。

フェアトレードへの
“共感”が大切

　FACTは、林光洋・経済学部教授

が指導し、国際協力などについて学

ぶFLP国際協力プログラムのゼミ生

17人を含む28人が現在のメンバー。

このうちゼミ生全員を含む21人が

フェアに携わった。フェア直前には、

メンバーの十数人が東京・渋谷で

開かれたフェアトレードのイベントで

接客の手伝いをした。「お客さんと

フェアトレードの重要性について共

感する」ことが商品説明の際にもと

ても大切であると学んだ。

　FACTメンバーの知念みさきさん

（経済３）は「フェアでは足を止めて

くれた人とフェアトレードの知識を

共有できた。会話の中でわからない

ことがあれば、さらに調べようという

向上心にも結び付いた」と開催の意

義を話した。

　共同代表の村上さんによると、

FACTでは、フェアトレードとSDGsの

かかわりについても学んでいる。国際

協力や環境、貧困と格差などに関す

る学びは、将来の進路や就活にも良

い影響を与えることになりそうだ。

　フェア開催を通して、共同代表の

服部さんは「フェアトレードは特別な

ことではない。当たり前のことだと実

感しました」と話している。

かつてない売れ行きに
驚き

　「4年ぶりの開催で売れ行きを心

配していましたが、想像以上でし

た」。FACT共同代表の村上舞帆さん

（文３）が笑顔で振り返った。サーク

ルの友達に声をかけたり、学内に許

可を得てポスターを貼ったりして、フェ

アへの興味や関心を高めたことも奏

功した。同じ共同代表の服部有砂さ

ん（法３）は「自主的に行動する大切

さを学んだ。知らなかった人にはフェ

アトレードに気付いてもらうきっかけと

なり、開催してよかった」と話した。

▲取材に答えてくれた中央大学フェアトレード委員会（FACT）の３人。
　左から村上舞帆さん、服部有砂さん、知念みさきさん

生協で開催されたフェアトレードフェア

▲ペンケースなどの雑貨も販売した

▲クッキー、カレーの壺などの商品が人気を集めた

☆フェアトレード

　弱い立場にある生産者や労働
者から、農産物、衣類、雑貨など
を正当な価格で、継続的に購入
し、貧困や格差を是正していくた
めの貿易上のパートナーシップ、
経済システム。

☆中央大学フェアトレード委員会（FACT）

　「Fair Trade Chuo University Team」の略。2007年、林光洋教授のFLP
国際協力プログラムのゼミが母体となり、フェアトレードの普及、啓発な
どを目的に発足した学生団体。現在、2～4年生の28人が在籍している。
フェアトレードをテーマにした講演会の開催や、主にテキストを使っ
た輪読やDVDを用いて、フェアトレードについて話し合いながら知識
を深める形で勉強会も行う。

中央大学フェアトレード委員会、生協が共催
　公正な貿易取引により、途上国の人々の暮らしを支えるパートナーシップである「フェアト
レード」を一層広めようと、学生団体の中央大学フェアトレード委員会（FACT）と中央大学生
活協同組合が５～６月の５日間、多摩キャンパスの生協で、フェアトレード商品を販売するフェ
アトレードフェアを開催した。コロナ禍前は春秋の年2回開催しており、4年ぶりの開催となっ
た。売れ行きは好調で反響は大きく、秋の白門祭でも販売ブースを設ける計画がある。
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ChudaiNews

　フェアは、今年５月29日から６月２

日の平日５日間に開催した。過去の

フェアの売上表を参考に、食品の味

見をするなど吟味を重ね、フェアト

レード商品を取り扱うオンライン

ショップなどから食品19種類90点、

雑貨８種類21点を仕入れた。納品

や仕入れに関しては過去のノウハウ

を知る大学生協が協力した。

　シナモンやコーヒーなど多様な味

が好まれたクッキーや、本格カレー

を演出するカレーの壺（ペースト状

の調味料）などの人気食品は早々に

完売した。生協の担当者が「こんな

に売れたことはかつてない」と驚い

たほどだったという。

フェアトレードへの
“共感”が大切

　FACTは、林光洋・経済学部教授

が指導し、国際協力などについて学

ぶFLP国際協力プログラムのゼミ生

17人を含む28人が現在のメンバー。

このうちゼミ生全員を含む21人が

フェアに携わった。フェア直前には、

メンバーの十数人が東京・渋谷で

開かれたフェアトレードのイベントで

接客の手伝いをした。「お客さんと

フェアトレードの重要性について共

感する」ことが商品説明の際にもと

ても大切であると学んだ。

　FACTメンバーの知念みさきさん

（経済３）は「フェアでは足を止めて

くれた人とフェアトレードの知識を

共有できた。会話の中でわからない

ことがあれば、さらに調べようという

向上心にも結び付いた」と開催の意

義を話した。

　共同代表の村上さんによると、

FACTでは、フェアトレードとSDGsの

かかわりについても学んでいる。国際

協力や環境、貧困と格差などに関す

る学びは、将来の進路や就活にも良

い影響を与えることになりそうだ。

　フェア開催を通して、共同代表の

服部さんは「フェアトレードは特別な

ことではない。当たり前のことだと実

感しました」と話している。

かつてない売れ行きに
驚き

　「4年ぶりの開催で売れ行きを心

配していましたが、想像以上でし

た」。FACT共同代表の村上舞帆さん

（文３）が笑顔で振り返った。サーク

ルの友達に声をかけたり、学内に許

可を得てポスターを貼ったりして、フェ

アへの興味や関心を高めたことも奏

功した。同じ共同代表の服部有砂さ

ん（法３）は「自主的に行動する大切

さを学んだ。知らなかった人にはフェ

アトレードに気付いてもらうきっかけと

なり、開催してよかった」と話した。

▲取材に答えてくれた中央大学フェアトレード委員会（FACT）の３人。
　左から村上舞帆さん、服部有砂さん、知念みさきさん

生協で開催されたフェアトレードフェア

▲ペンケースなどの雑貨も販売した

▲クッキー、カレーの壺などの商品が人気を集めた

☆フェアトレード

　弱い立場にある生産者や労働
者から、農産物、衣類、雑貨など
を正当な価格で、継続的に購入
し、貧困や格差を是正していくた
めの貿易上のパートナーシップ、
経済システム。

☆中央大学フェアトレード委員会（FACT）

　「Fair Trade Chuo University Team」の略。2007年、林光洋教授のFLP
国際協力プログラムのゼミが母体となり、フェアトレードの普及、啓発な
どを目的に発足した学生団体。現在、2～4年生の28人が在籍している。
フェアトレードをテーマにした講演会の開催や、主にテキストを使っ
た輪読やDVDを用いて、フェアトレードについて話し合いながら知識
を深める形で勉強会も行う。

中央大学フェアトレード委員会、生協が共催
　公正な貿易取引により、途上国の人々の暮らしを支えるパートナーシップである「フェアト
レード」を一層広めようと、学生団体の中央大学フェアトレード委員会（FACT）と中央大学生
活協同組合が５～６月の５日間、多摩キャンパスの生協で、フェアトレード商品を販売するフェ
アトレードフェアを開催した。コロナ禍前は春秋の年2回開催しており、4年ぶりの開催となっ
た。売れ行きは好調で反響は大きく、秋の白門祭でも販売ブースを設ける計画がある。
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成人式の記憶、
ヒントに商品化

　大学２年のとき、小菅村の持つ資

源や課題を、同村に住む森客員講

師の授業で学ぶ中で、面積の約

95%が森林という小菅村の森林資

源が十分活用されていない現状を

知り、解決策を検討した。コロナ禍

でリモートワークが増えたため、当

初はペン立てなどのデスク製品を

思いついたが、安価な競合商品が多

く難しかった。

　ヒントは、吉岡さんの成人式の記

憶にあった。離れた土地に住む祖

父母に晴れ着姿のアルバムを贈る

と喜ばれた。この経験と、「人と人を

つなげる商品にしたい」という藤岡

さんの思いが重なり、方向性が固

まった。森客員講師からは、マーケ

ティングや営業、販売、広報などを

網羅して学んだという。

手形・足形をレーザーで
木に刻印

　カレンダーは本体、手形、足形と、

日付や曜日を表すサイコロ状のブ

ロックを組み合わせた構造。本体は

サワラ、ブロックは杉、手形と足形

はシナベニヤを素材としている。

　半永久的に使用できるものにしよ

うと、手形と足形、数字や文字は、素

材の木に刻印する「レーザー彫刻」

の技法を用いた。着色などは行って

いないため、経年劣化の心配はほと

んどないという。手形、足形の写真

を送付すれば実寸大で刻印でき、

数字や文字の書体（フォント）も選

べる。藤岡さんは「手形や足形は実

寸大という点にこだわった。触れてぬ

くもりを感じてほしい」と話す。

　ブロックカレンダーの商品化に当

たっては、小菅村の資源（木材）を

使った商品として、村の企業に製作

費を支払い、利益も生まれるという

「ウィン・ウィン」の関係が成立して

いる。さらに、吉岡さんは「半永久的

に使用できるという点ではSDGsに

もつながる」と説明している。

　本体に写真を飾ることもできる。

価格はコンパクトタイプが1万4800

円、リッチタイプが3万2800円。

大きさの異なる２タイプを商品化した▶

ChudaiNewsChudaiNews

　商学部の森弘行客員講師が指導す

る専門科目「プログラム演習Ⅴ」で、

ソーシャル・アントレプレナーシップ・

プロジェクト（SEP）に取り組む４年生

の吉岡朋美さん、藤岡夏海さんの２

人が、山梨県小菅村で産出された木

材を使った「赤ちゃんの手形・足形ブ

ロックカレンダー」を商品化した。受

注生産で販売している。

　コロナ禍の影響もあり、２人は「人

と人とを結び付けられる商品」の開発

を目指した。「木のぬくもりを感じられ

るカレンダーとして、手で触れた人に

家族の絆や、つながりを感じ取ってほ

しい」と呼びかけている。

▲「家族の絆、人と人のつながり」をテーマに商品化したという
　藤岡夏海さん（左）と吉岡朋美さん

☆ソーシャル・アントレプレナーシップ・プロジェクト（SEP）
　地域社会が解決すべき課題を特定し、関連する情報を集め、効果的なビジネス・ソリューションを考案するとともに、課題解決
の実現に向けたイノベーションに挑戦するプロジェクト。ソーシャル・アントレプレナーは社会の課題を事業によって解決する事業
家、起業家のこと。
　中央大学商学部は、SDGsを実践するビジネス人材の育成を目的に、山梨県小菅村と丹波山村、東京都檜原村の奥多摩３村と交
流・連携に関する協定を2019年３月に締結した。各村が抱える課題を特定し、課題の解決に向けて、学生が若者ならではの視点
で、地域資源を生かしたサービスや商品開発を目指して取り組んでいる。

SEPに取り組む商学部４年
吉岡朋美さん　藤岡夏海さん

販売サイト（https://kcustomize.base.shop/）

インスタグラム（https://www.instagram.com/k_blockcalendar/）

こ すげ た  ば  やま ひのはら

Instagram販売サイト
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成人式の記憶、
ヒントに商品化

　大学２年のとき、小菅村の持つ資

源や課題を、同村に住む森客員講

師の授業で学ぶ中で、面積の約

95%が森林という小菅村の森林資

源が十分活用されていない現状を

知り、解決策を検討した。コロナ禍

でリモートワークが増えたため、当

初はペン立てなどのデスク製品を

思いついたが、安価な競合商品が多

く難しかった。

　ヒントは、吉岡さんの成人式の記

憶にあった。離れた土地に住む祖

父母に晴れ着姿のアルバムを贈る

と喜ばれた。この経験と、「人と人を

つなげる商品にしたい」という藤岡

さんの思いが重なり、方向性が固

まった。森客員講師からは、マーケ

ティングや営業、販売、広報などを

網羅して学んだという。

手形・足形をレーザーで
木に刻印

　カレンダーは本体、手形、足形と、

日付や曜日を表すサイコロ状のブ

ロックを組み合わせた構造。本体は

サワラ、ブロックは杉、手形と足形

はシナベニヤを素材としている。

　半永久的に使用できるものにしよ

うと、手形と足形、数字や文字は、素

材の木に刻印する「レーザー彫刻」

の技法を用いた。着色などは行って

いないため、経年劣化の心配はほと

んどないという。手形、足形の写真

を送付すれば実寸大で刻印でき、

数字や文字の書体（フォント）も選

べる。藤岡さんは「手形や足形は実

寸大という点にこだわった。触れてぬ

くもりを感じてほしい」と話す。

　ブロックカレンダーの商品化に当

たっては、小菅村の資源（木材）を

使った商品として、村の企業に製作

費を支払い、利益も生まれるという

「ウィン・ウィン」の関係が成立して

いる。さらに、吉岡さんは「半永久的

に使用できるという点ではSDGsに

もつながる」と説明している。

　本体に写真を飾ることもできる。

価格はコンパクトタイプが1万4800

円、リッチタイプが3万2800円。

大きさの異なる２タイプを商品化した▶

ChudaiNewsChudaiNews

　商学部の森弘行客員講師が指導す

る専門科目「プログラム演習Ⅴ」で、

ソーシャル・アントレプレナーシップ・

プロジェクト（SEP）に取り組む４年生

の吉岡朋美さん、藤岡夏海さんの２

人が、山梨県小菅村で産出された木

材を使った「赤ちゃんの手形・足形ブ

ロックカレンダー」を商品化した。受

注生産で販売している。

　コロナ禍の影響もあり、２人は「人

と人とを結び付けられる商品」の開発

を目指した。「木のぬくもりを感じられ

るカレンダーとして、手で触れた人に

家族の絆や、つながりを感じ取ってほ

しい」と呼びかけている。

▲「家族の絆、人と人のつながり」をテーマに商品化したという
　藤岡夏海さん（左）と吉岡朋美さん

☆ソーシャル・アントレプレナーシップ・プロジェクト（SEP）
　地域社会が解決すべき課題を特定し、関連する情報を集め、効果的なビジネス・ソリューションを考案するとともに、課題解決
の実現に向けたイノベーションに挑戦するプロジェクト。ソーシャル・アントレプレナーは社会の課題を事業によって解決する事業
家、起業家のこと。
　中央大学商学部は、SDGsを実践するビジネス人材の育成を目的に、山梨県小菅村と丹波山村、東京都檜原村の奥多摩３村と交
流・連携に関する協定を2019年３月に締結した。各村が抱える課題を特定し、課題の解決に向けて、学生が若者ならではの視点
で、地域資源を生かしたサービスや商品開発を目指して取り組んでいる。

SEPに取り組む商学部４年
吉岡朋美さん　藤岡夏海さん

販売サイト（https://kcustomize.base.shop/）

インスタグラム（https://www.instagram.com/k_blockcalendar/）

こ すげ た  ば  やま ひのはら

Instagram販売サイト
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